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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素を備え、１フィールドを分割した複数のサブフィールドごとに前記画素の点
灯・消灯を制御し、前記複数のサブフィールドの一部を第１期間とし他部を第２期間とす
る表示装置であって、
　階調情報と、前記第１期間に属するサブフィールドごとの前記画素の点灯・消灯を指定
する情報とを対応付けて記憶した第１記憶手段と、
　前記第１記憶手段を参照して、画像情報を前記第１期間に属するサブフィールドごとの
前記画素の点灯・消灯を指示する第１サブフィールドデータに変換する第１変換手段と、
　前記画素の温度情報を取得する温度取得手段と、
　前記画素の温度情報と、前記第２期間に属するサブフィールドごとの前記画素の点灯・
消灯を指定する情報とを対応付けて記憶した第２記憶手段と、
　前記第２記憶手段を参照して、前記画素の温度情報を前記第２期間に属するサブフィー
ルドごとの前記画素の点灯・消灯を指示する第２サブフィールドデータに変換する第２変
換手段と、
　前記第１サブフィールドデータと前記第２サブフィールドデータとを合成して、１フィ
ールドを分割した複数のサブフィールドごとに前記画素の点灯・消灯を指示するサブフィ
ールドデータを生成する合成手段と、
　前記サブフィールドデータに基づいて、前記画素の点灯・消灯を制御する駆動手段とを
備え、
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　前記第２記憶手段は、階調帯ごとに、前記画素の温度情報と、前記第２期間に属するサ
ブフィールドごとの前記画素の点灯・消灯を指定する情報とを対応付けて記憶しており、
　前記第２変換手段は、前記画像信号に基づいて、表示すべき階調の属する前記階調帯を
特定し、前記第２記憶手段を参照して前記特定した階調帯に対応した前記第２サブフィー
ルドデータに変換する
　ことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の表示装置を備えた電子機器。
【請求項３】
　複数の画素が表示領域に配置された表示装置をサブフィールド駆動方式により階調表示
を行う表示装置の駆動方法であって、
　複数のサブフィールドから構成される１フィールドを、第１期間と第２期間とに区分し
、
　表示すべき階調を複数の階調帯に区分けし、
　前記第１期間に属するサブフィールドの各々において、表示すべき階調に応じて前記画
素の点灯・消灯を制御し、
　前記第２期間に属するサブフィールドの各々において、前記表示領域の温度および表示
すべき階調の属する階調帯に応じて前記画素の点灯・消灯を制御する
　ことを特徴とする表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、サブフィールド駆動方式により階調表示制御を行う表示装置、その駆動方法
および電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶の透過率の変化により表示を行う液晶装置は、情報処理装置やテレビジョン、携帯
電話などの電子機器の表示装置として広く用いられている。液晶装置では、行方向に延在
する走査線と、列方向に延在するデータ線との交差に対応して画素電極が形成される。ま
た、当該交差部分にあって画素電極とデータ線との間に、走査線に供給される走査信号に
したがってオンオフする薄膜トランジスタ（以下、ＴＦＴ：Thin Film Transistorと称す
る。）などの画素スイッチが介挿される。さらに、液晶を介して画素電極と対向するよう
に対向電極が設けられる。画素電極と対向電極との間に画像信号の階調に応じた電圧が印
加されると、印加電圧に応じて液晶の配向状態が変化する。これによって、画素における
透過光量が変化し、所定の階調表示が可能になる。
【０００３】
　従来、データ線に印加される画像信号は、階調に対応する電圧、すなわちアナログ信号
であった。このため、液晶装置の周辺回路には、Ｄ／Ａ変換回路やオペアンプなどが必要
となり、コスト高を招来するのに加え、均一な表示が困難であるという問題があった。そ
こで、近年では、液晶の駆動にディジタル的な駆動方式として、１フィールドを時間軸上
で複数のサブフィールドに分割し、各サブフィールドにおいて各画素の階調に応じてオン
電圧またはオフ電圧を印加するサブフィールド駆動方式が提案されている（例えば、特許
文献１）。
【０００４】
　特許文献１には、１サブフィールドにおける透過率の変化を細かく制御することで、１
フィールド内のサブフィールド数よりも細かい階調で表示する技術も開示されている。こ
の技術によれば、サブフィールド数をｎとした場合に、単純なパルス幅制御（オンのサブ
フィールドが連続するパターン）を行った場合には（ｎ＋１）階調しか得られないのに対
し、オフのサブフィールドを混在させることで（ｎ＋１）階調より著しく多くの階調を表
現することができるようになる。
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【特許文献１】特開２００３－１１４６６１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　表示すべき画像データの階調を、サブフィールドデータに変換するための一手法として
、ルックアップテーブルが用いられる。ルックアップテーブルは、表示すべき画像の階調
（例えば、８ビットで表された階調）を、サブフィールド（例えば、１フィールドを３２
分割したサブフィールド）のオンオフパターンに対応させて作成されたテーブルである。
サブフィールドのオンオフパターンは液晶の特性等に応じて、階調を表現するのに適した
パターンをあらかじめ理論的、実験的に得ておくようにする。
【０００６】
　ところが、一般に液晶の特性は温度によって変化する。図１２は、液晶の階調－透過率
特性の一例を示す図である。本図では、液晶パネルの温度が４０℃、５０℃、６０℃の場
合の特性を示しており、特性を示す曲線が異なっていることがわかる。このため、同じ階
調の画像データであっても、温度によって異なる輝度で表示されることになる。
【０００７】
　液晶の温度による透過率特性変化を補正して均一的な表示を得るためには、ルックアッ
プテーブルも温度毎に作成してメモリに格納しておかなければならず、多くの記憶容量を
必要とする。
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、サブフィールドデータ変換用
のルックアップテーブルに多量のメモリ容量を要することなく液晶の温度特性を補正する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決するため、本発明に係る表示装置は、複数の画素が配置された表示
領域を備え、前記複数の画素の各々について、１フィールドを分割した複数のサブフィー
ルドごとに点灯・消灯を制御し、前記複数のサブフィールドの一部を第１期間とし他部を
第２期間とするものであって、前記第１期間に属するサブフィールドの各々について表示
すべき階調と前記画素の点灯・消灯とを対応付けて記憶した第１記憶手段（例えば、図７
に示す１３２）と、前記第１記憶手段を参照して、表示すべき階調を示す画像信号を前記
第１期間に属するサブフィールドの各々について前記画素の点灯・消灯を指示する第１サ
ブフィールドデータに変換する第１変換手段（例えば、図７に示す１３０）と、前記表示
領域の温度を取得する温度取得手段（例えば、図１に示す１５０）と、前記第２期間に属
するサブフィールドの各々について前記表示領域の温度と前記画素の点灯・消灯とを対応
付けて記憶した第２記憶手段（例えば、図７に示す１４２）と、前記第２記憶手段を参照
して、前記温度取得手段で取得した温度を前記第２期間に属するサブフィールドの各々に
ついて前記画素の点灯・消灯を指示する第２サブフィールドデータに変換する第２変換手
段（例えば、図７に示す１４０）と、前記第１サブフィールドデータと前記第２サブフィ
ールドデータとを合成して、１フィールドを分割した複数のサブフィールドごとに点灯・
消灯を指示するサブフィールドデータを生成する合成手段（例えば、図７に示す１３０）
と、前記サブフィールドデータに基づいて、前記複数の画素の各々について前記複数のサ
ブフィールドの各々について点灯・消灯を制御する駆動手段（例えば、図１に示す１１３
）とを備える。
【０００９】
　仮に、全てのサブフィールドに表示すべき階調を割り当て、温度補正を実行する場合に
は、温度ごとに、表示すべき階調と各サブフィールドでの点灯・消灯の関係とを対応付け
て記憶する必要があり、記憶容量が増大する。これに対して、本発明によれば、１フィー
ルドを画像表示用のサブフィールドから構成される第１期間と温度補正用のサブフィール
ドから構成される第２期間とに分けて駆動する。したがって、第１期間のサブフィールド
を制御する第１サブフィールドデータは温度と独立したものとなるから、温度ごとにテー
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ブルを用意する必要がなくなり、第１記憶手段の記憶容量を大幅に削減することができる
。
なお、表示装置の典型例は、液晶を用いた液晶装置である。液晶は温度に応じて透過率が
変化するので、温度に応じて画素の点灯・消灯を制御することにより、正確な階調を表示
することが可能となる。また、表示装置は、電気エネルギーにより光学特性が変化する電
気光学素子を用いるものであってもよい。そのような電気光学素子としては、有機発光ダ
イオードや無機発光ダイオードなどの発光ダイオードが該当する。また、表示領域の温度
を取得するとは、例えば、表示領域の近傍に設けられた温度センサによって温度を取得し
てもよいし、表示領域に温度センサを組み込んで温度を取得してもよい。
【００１０】
　また、前記第２記憶手段は、表示すべき階調を区分けした複数の階調帯ごとに、前記第
２期間に属するサブフィールドの各々について前記表示領域の温度と前記画素の点灯・消
灯とを対応付けて記憶しており、前記第２変換手段は、前記画像信号に基づいて、表示す
べき階調の属する前記階調帯を特定し、前記第２記憶手段から特定した階調帯に対応した
前記第２サブフィールドデータを読み出すことが好ましい。この場合には、階調帯を考慮
して点灯・消灯を制御することができるので、表示すべき階調に応じて画素の輝度の温度
特性が変化する場合、より正確に階調を表示することが可能となる。
　上述した表示装置において、前記複数のサブフィールドは１フィールドを時間的に分割
したものであることが好ましい。
　次に、本発明に係る電子機器は、上述した表示装置を備えるものであって、いわゆるデ
ィスプレイや、携帯電話機、パーソナルコンピュータなどが該当する。
【００１１】
　次に、本発明に係る表示装置の駆動方法は、複数の画素が表示領域に配置された表示装
置をサブフィールド駆動方式により階調表示を行う表示装置を駆動する方法であって、複
数のサブフィールドから構成される１フィールドを、第１期間と第２期間とに区分し、前
記第１期間に属するサブフィールドの各々において、表示すべき階調に応じて前記画素の
点灯・消灯を制御し、前記第２期間に属するサブフィールドの各々において、前記表示領
域の温度に応じて前記画素の点灯・消灯を制御することを特徴とする。本発明によれば、
１フィールドを画像表示用のサブフィールドから構成される第１期間と温度補正用のサブ
フィールドから構成される第２期間とに分けて駆動する。したがって、第１期間のサブフ
ィールドを制御する第１サブフィールドデータは温度と独立したものとなるから、温度を
考慮した変換が不要となる。
【００１２】
　ここで、表示すべき階調を複数の階調帯に区分けし、前記第２期間に属するサブフィー
ルドの各々において、前記表示領域の温度および表示すべき階調の属する階調帯に応じて
前記画素の点灯・消灯を制御することが好ましい。この場合には、階調帯を考慮して点灯
・消灯を制御することができるので、表示すべき階調に応じて画素の輝度の温度特性が変
化する場合、より正確に階調を表示することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
＜１．実施形態＞
　図１に実施形態に係る液晶装置のブロック図を示す。この液晶装置１００は電気光学材
料として液晶を用いる。液晶装置１００は、主要部として液晶パネル１１０を備える。液
晶パネル１１０は、スイッチング素子としてＴＦＴを形成した素子基板と対向基板とを互
いに電極形成面を対向させて、かつ、一定の間隙を保って貼付し、この間隙に液晶が挟持
されている。本実施形態において、液晶装置１００は、サブフィールド駆動方式を採用す
る。このサブフィールド駆動方式では、１フィールドを構成する複数のサブフィールドの
長さが各々等しいものとする。
【００１４】
　液晶装置１００は、画像処理回路１２０、ディジタル信号サブフィールド変換回路１３
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０、温度補正回路１４０、温度センサ１５０、Ａ／Ｄ変換回路１６０を備える。液晶パネ
ル１１０の素子基板上には、画像表示領域１１１、走査ドライバ１１２およびデータドラ
イバ１１３が形成されている。
【００１５】
　画像処理回路１２０には、外部装置からアナログ形式の画像信号と制御信号とが供給さ
れる。画像処理回路１２０は、アナログ形式の画像信号をディジタル信号に変換し、ガン
マ補正、液晶パネルのムラ・バラツキ補正等の画像処理を行って、補正画像信号としてデ
ィジタル信号サブフィールド変換回路１３０に供給する。また、画像処理回路１２０は、
走査ドライバ１１２およびデータドライバ１１３を制御するための制御信号を出力する。
制御信号は、例えば、水平走査信号や垂直走査信号等である。
【００１６】
　温度センサ１５０は、液晶パネル１１０の近傍に配置され、液晶パネル１１０の温度を
間接的あるいは直接的に取得する。温度センサ１５０が取得したアナログの温度データは
、Ａ／Ｄ変換回路１６０によりディジタル変換され、温度補正回路１４０に送られる。な
お、温度センサ１５０をＴＦＴで構成し、画像表示領域１１１に組み込んでもよい。温度
補正回路１４０は、後述するように、温度に応じたサブフィールド用補正データをディジ
タル信号サブフィールド変換回路１３０に供給する。なお、以下の例では単純のため、温
度データは４０℃、５０℃、６０℃と離散的に扱うものとする。
【００１７】
　ディジタル信号サブフィールド変換回路１３０は、内部あるいは外部に格納されたルッ
クアップテーブルを参照して、画像処理回路１２０から供給された補正画像信号を画像サ
ブフィールドデータに変換する。ディジタル信号サブフィールド変換回路１３０は、画像
サブフィールドデータと温度補正回路１４０から供給された温度補正サブフィールドデー
タとを組み合わせて、サブフィールドデータを生成してデータドライバ１１３に供給する
。後述するように、本実施形態では１フィールドを３２個のサブフィールドで構成する。
そして、２９個のサブフィールドを画像表示用のサブフィールドとして使用し、３個のサ
ブフィールドを温度補正用のサブフィールドとして使用する。サブフィールドデータは３
２個のサブフィールドの各々について画素の点灯・消灯を指定し、画像サブフィールドデ
ータは画像表示用のサブフィールドの各々について画素の点灯・消灯を指定し、温度補正
サブフィールドデータは温度補正用のサブフィールドの各々について画素の点灯・消灯を
指定する。これらの処理については後に詳述する。
【００１８】
　図２は、画像表示領域１１１の構成を示す図である。画像表示領域１１１には、ｍ（ｍ
は２以上の自然数）本の走査線２０が、Ｘ方向に沿って平行に配列して形成される一方、
ｎ（ｎは２以上の自然数）本のデータ線１０が、Ｙ方向に沿って平行に配列して形成され
ている。そして、データ線１０と走査線２０との交差に対応してｍ×ｎ個の画素回路Ｐが
配列される。
【００１９】
　同図に示すように画素回路Ｐは、液晶素子６０およびＴＦＴ５０を備える。液晶素子６
０は画素電極６１と対向電極６２との間に液晶を挟持して構成される。対向電極６２には
共通電位Ｖcomが供給される。ＴＦＴ５０のゲート電極は走査線２０に電気的に接続され
、そのドレイン電極またはソース電極の一方がデータ線１０に電気的に接続され、他方が
画素電極６１に電気的に接続される。
【００２０】
　図１に示すデータドライバ１１３は、データ信号Ｘ１～Ｘｎをｎ本のデータ線１０に出
力する。液晶装置では、一般に交流駆動が行われており、本実施形態では、ライン単位で
液晶に印加する電圧を反転するライン毎反転と、フレーム単位で反転するフレーム毎反転
とを組み合わせて駆動しているものとする。なお、ライン毎反転およびフレーム毎反転の
いずれか、あるいは、他の駆動方法を用いるようにしてもよい。
【００２１】
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　各走査線２０には、走査ドライバ１１２から、走査信号Ｙ１、Ｙ２、…、Ｙｍが、パル
ス的に線順次で印加されるようになっている。このため、ある走査線２０に走査信号が供
給されると、当該行の画素回路ＰにおいてＴＦＴ５０がオン状態となり、データ線１０を
介して供給されるデータ信号が液晶素子６０に書き込まれる。各画素に印加される電圧に
応じて液晶分子の配向や秩序が変化するので、光変調による階調表示が可能となる。
【００２２】
　例えば、液晶を通過する光量は、ノーマリーホワイトモードであれば、印加電圧の積分
量が大きくなるにつれて制限される一方、ノーマリーブラックモードであれば、印加電圧
の積分量が大きくなるにつれて緩和されるので、液晶装置１００全体では、画像信号に応
じたコントラストを持つ光が画素毎に出射される。
　この例の液晶装置１００はノーマリホワイトである。このため、電圧をかけない状態で
透過率が高くなり白が表示され、印加電圧の積分量が大きい状態で透過率が低くなり黒が
表示されることになる。なお、保持された画像信号がリークするのを防ぐために、保持容
量を画素電極６１と対向電極６２との間に形成される液晶容量と並列に付加してもよい。
【００２３】
　次に、本実施形態における温度補正について説明する。まず、サブフィールド駆動を行
った場合の液晶素子の温度特性について説明する。図３は、液晶素子に印加する電圧パル
スの幅と液晶の透過率との関係を温度毎に示した図である。本図から、同じ幅のパルスを
印加した場合でも、温度によって異なる透過率が得られることがわかる。例えば、パルス
幅１２の電圧を印加した場合、４０℃のときは約３０％の透過率であるのに対して、５０
℃、６０℃のときは、それぞれ約３０％、４１％の透過率となる。
【００２４】
　また、階調帯によって、温度毎の特性の傾向が異なることもわかる。例えば、パルス幅
３～２４程度の中間階調帯では温度が高いほど透過率が高くなっている。一方、パルス幅
０～２程度の高階調帯（白に近い階調）では逆に温度が低いほど透過率が高くなっている
。さらに、パルス幅２５～３２程度の低階調帯（黒に近い階調）では、温度による透過率
の差は少なくなっている。
【００２５】
　ここで、パルス幅３～２４程度の中間階調帯に注目すると、各温度の特性は線形に近い
形状を示している。温度４０℃のときの特性を基準にすると、パルス幅１２の透過率は３
０％となる。この透過率を得るためには、温度５０℃の場合はパルス幅１４が必要となり
、温度６０℃の場合にはパルス幅１５が必要になることがわかる。すなわち、中間階調帯
では、温度５０℃の場合はパルス幅を２つ増やし、温度６０℃の場合はパルス幅を３つ増
やすことで温度特性が補正できることになる。この傾向は、中間階調帯全域で共通してい
る。
【００２６】
　図４は、このような補正を行った後の、液晶素子６０に印加する電圧パルスの幅と液晶
の透過率との関係を温度毎に示した図である。ここで、ｘ軸のパルス幅は温度４０℃の場
合のパルス幅を基準にしており、５０℃、６０℃は、それぞれ補正値としてパルス幅２、
パルス幅３が追加されている。本図に示すように、このような補正を行うことで中間階調
帯では温度毎の特性が揃うことになる。一方で、高階調帯、低階調帯では十分な補正結果
が得られていない。特に高階調帯では、温度毎の特性の差が補正前より大きくなっている
。そこで、本実施形態では、後述するように温度に加え、階調帯を考慮して補正を行うも
のとする。
【００２７】
　図５は、本実施形態で用いるサブフィールドデータのデータ構造を示す図である。本図
に示すように、本実施形態では、１フィールドを３２のサブフィールドに等分割する。こ
のうち、後半の２９個のサブフィールドは第１期間Ｔ１を構成し、前半の３個のサブフィ
ールドは第２期間Ｔ２を構成する。第２期間Ｔ２に属する各サブフィールドは、温度補正
用のサブフィールドとして機能し、第１期間Ｔ１に属する各サブフィールドは、画像表示
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用のサブフィールドとして機能する。例えば８ビットの画像信号は、２９サブフィールド
に変換されることになる。変換の際に用いるルックアップテーブルは標準的な特性に基づ
いたテーブルで足り、温度毎に用意しておく必要はない。そして、温度毎の特性の補正は
温度特性用のサブフィールドを用いて行うものとする。
【００２８】
　図６は、温度特性サブフィールドに設定する補正データを定めた温度特性補正サブフィ
ールドテーブルの一例を示す図である。本図に示すように、温度特性補正サブフィールド
テーブル１４２は、階調帯と温度毎に温度特性補正サブフィールドに設定する温度補正デ
ータを定めたテーブルである。
【００２９】
　本図の例では、中間階調帯では、温度４０℃が「０００」、温度５０℃が「０１１」、
温度６０℃が「１１１」となっており、ルックアップテーブルで変換されたデータサブフ
ィールドに対して、温度５０℃の場合はパルス幅を２つ増やし、温度６０℃の場合はパル
ス幅を３つ増やすことが示されている。
【００３０】
　一方、高階調帯の場合は、温度４０℃が「０１１」、温度５０℃が「００１」、温度６
０℃が「０００」となっており、ルックアップテーブルで変換されたデータサブフィール
ドに対して、温度４０℃の場合はパルス幅を２つ増やし、温度５０℃の場合はパルス幅を
１つ増やすことが示されている。また、もともと温度特性の差が少ない低階調他において
はすべての温度で「０００」となっており、パルス幅の補正は行わないことが示されてい
る。
【００３１】
　このように本実施形態では、補正用のサブフィールドを設けて温度特性を補正している
ため、温度毎にルックアップテーブルを用意する必要がなくなり、メモリ容量を削減する
ことができる。さらに、補正値は階調帯を考慮しているため、補正の精度を高めることが
できる。なお、上記のサブフィールド数、温度特性補正用のサブフィールド数、画像表示
用のサブフィールド数は一例であり、上記の数に限られるものではない。また、温度特性
テーブルの値も、一例であり、実際に用いる液晶の特性にあわせて定めることができるも
のとする。さらに、階調帯も３区分に限られず、液晶の特性にあわせて区分けすることが
できる。
【００３２】
　本実施形態における温度補正処理の流れについて図７を参照して説明する。本図の例で
は、液晶パネル１１０の温度として５０℃が得られているものとする。
　温度補正回路１４０は、外部あるいは内部に格納された温度特性補正サブフィールドテ
ーブル１４２を参照可能になっている。そして、取得された温度に対応する補正サブフィ
ールドデータ、本例では、５０℃の補正サブフィールドデータ１４２ａをディジタル信号
サブフィールド変換回路１３０に供給する。補正サブフィールドデータ１４２ａは、取得
された温度に対応する高階調帯補正値、中間階調帯補正値、低階調帯補正値が含まれたデ
ータである。このデータは、液晶パネル１１０の温度が変化しない限り同じデータを用い
ることができる。すなわち、液晶パネル１１０の温度が変化しない限りディジタル信号サ
ブフィールド変換回路１３０に再供給する必要はない。
【００３３】
　ディジタル信号サブフィールド変換回路１３０は、画像処理回路１２０から８ビットの
補正画像信号を受信すると、ルックアップテーブル１３２を参照して２９のサブフィール
ドで構成されたデータサブフィールド１３４に変換する。この際に、表示すべき画像信号
の階調が高階調帯に含まれるか、中間階調帯に含まれるか、低階調帯に含まれるかを判断
する。この判断は、あらかじめ定められた基準にしたがって行うことができる。
【００３４】
　ディジタル信号サブフィールド変換回路１３０は、温度補正回路１４０から供給された
補正サブフィールドデータ１４２ａを参照して、表示すべき画像信号が含まれる階調帯に
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対応する補正データを取得し、温度特性サブフィールドとする。そして、取得した３サブ
フィールドの温度特性サブフィールドと２９サブフィールドのデータサブフィールド１３
４とを組み合わせて３２サブフィールドのサブフィールドデータ１３６を構成してデータ
ドライバ１１３に供給する。このサブフィールドデータ１３６に基づいて液晶パネル１１
０が表示を行うことで、図８の温度毎の階調－透過率特性に示すように、すべての階調に
おいて温度特性が補正された均一的な表示が実現される。
　なお、上述した実施形態では、第２期間Ｔ２を１フィールドの先頭に配置したが、これ
を末尾に配置してもよい。さらに、第１期間Ｔ１の中に温度補正用のサブフィールドを分
散して配置してもよい。その場合には、分散して配置された温度補正用のサブフィールド
の集合を第２期間Ｔ２として捉えることができる。
【００３５】
　＜２．電子機器＞
　次に、本発明に係る液晶装置１００を利用した電子機器について説明する。図９は、以
上に説明した液晶装置１００を表示装置として採用したモバイル型のパーソナルコンピュ
ータの構成を示す斜視図である。パーソナルコンピュータ２０００は、表示装置としての
液晶装置１００と本体部２０１０とを備える。本体部２０１０には、電源スイッチ２００
１およびキーボード２００２が設けられている。
　図１０に、実施形態に係る液晶装置１００を適用した携帯電話機の構成を示す。携帯電
話機３０００は、複数の操作ボタン３００１およびスクロールボタン３００２、ならびに
表示装置としての液晶装置１００を備える。スクロールボタン３００２を操作することに
よって、液晶装置１００に表示される画面がスクロールされる。
　図１１に、実施形態に係る液晶装置１００を適用した携帯情報端末（ＰＤＡ：Personal
 Digital Assistants）の構成を示す。情報携帯端末４０００は、複数の操作ボタン４０
０１および電源スイッチ４００２、ならびに表示装置としての液晶装置１００を備える。
電源スイッチ４００２を操作すると、住所録やスケジュール帳といった各種の情報が液晶
装置１００に表示される。
【００３６】
　なお、本発明に係る液晶装置が適用される電子機器としては、図９から図１１に示した
もののほか、プロジェクタ、テレビ、ビデオカメラ、カーナビゲーション装置、ページャ
、電子手帳、電子ペーパー、電卓、ワードプロセッサ、ワークステーション、テレビ電話
、ＰＯＳ端末、プリンタ、スキャナ、複写機、ビデオプレーヤ、タッチパネルを備えた機
器等などが挙げられる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明の実施形態に係る液晶装置のブロック図である。
【図２】同装置の画像表示領域の構成を示すブロック図である。
【図３】補正前の電圧パルス幅と透過率との関係を温度毎に示した図である。
【図４】補正後の電圧パルス幅と透過率との関係を温度毎に示した図である。
【図５】サブフィールドデータのデータ構造を示す図である。
【図６】温度特性補正サブフィールドテーブルの一例を示す図である。
【図７】温度補正処理の流れについて説明する図。
【図８】液晶の補正後の階調－透過率特性の一例を示す図である。
【図９】電子機器の一例たるパーソナルコンピュータの斜視図である。
【図１０】電子機器の一例たる携帯電話機の斜視図である。
【図１１】電子機器の一例たる携帯情報端末の斜視図である。
【図１２】液晶の補正前の階調－透過率特性の一例を示す図である。
【符号の説明】
【００３８】
１０…データ線、２０…走査線、６０…液晶素子、６１…画素電極、６２…対向電極、１
００…液晶装置、１１０…液晶パネル、１１１…画像表示領域、１１２…走査ドライバ、
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１１３…データドライバ、１２０…画像処理回路、１３０…ディジタル信号サブフィール
ド変換回路、１４０…温度補正回路、１５０…温度センサ、１６０…Ａ／Ｄ変換回路、２
０００…パーソナルコンピュータ、３０００…携帯電話機、４０００…情報携帯端末
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